
令和 7年度 第 5 回サイエンスアカデミー 

「～知ることからはじめる～私たちとヒグマのこれから」 

 

1 日時     令和 7年 9 月 30日(火) 9:20～12:30 

 

2 会場     札幌市円山動物園 

 

3 講師     北海道立総合研究機構 産業技術環境研究本部  

エネルギー・環境・地質研究所 自然環境部  

シニアアドバイザー兼主査                      釣賀一二三 様 

 

札幌市円山動物園 保全・教育推進課 保全・教育担当係長  佐竹 輝洋 様 

飼育展示・診療担当課 動物専門員    清水  道晃 様 

 

4 参加生徒 15 名 

 

5 研修の様子 

今年度5回目のサイエンスアカデミー「～知ることからはじめる～私たちとヒグマのこれから」

を実施しました。今回のテーマは、今年度特に人との軋轢が大きな問題となっているヒグマです。

北海道のヒグマ研究及び政策検討の最前線でご活躍されている北海道立総合研究機構の釣賀様、

エゾヒグマ館を有しヒグマについての情報発信も行っている円山動物園の佐竹様・清水様に講師

をお願いし、ヒグマについて理解を深め、私たちとヒグマがこれからどのように共存していくべ

きか考えました。参加生徒は、ヒグマの生態や北海道における現状について理解を深めるととも

に、今後自分たちがどのようにこの問題に向き合っていくべきか、思いを巡らせていました。 

 

【研修の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出生直後のヒグマを模したぬいぐるみ(重さも再現！)     実物の毛皮を実際に触って体感しました 

エゾシカ・オオカミ館をお借りして講義を行いました    釣賀様よりヒグマの生態や現状をレクチャー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 参加生徒の感想 

今回の研修で特に印象に残ったことは 2つあります。1つ目は「大切なのは『突然熊に出会っ

たらどうするか』ではなく『出会わないようにするためにどうするか』」ということです。私も山

に登ったり自然の中に入ることもあるので、熊鈴や笛を持ち歩く、複数人で行動する、周囲の様

子に気をつけるなど、基本的なことを徹底して自分の身を守るようにしようと思いました。2 つ

目は「生態系を崩すのは人間だが生態系を乱さないようコントロールするのも人間だ」というこ

とです。今、ヒグマの個体数を減らすという意見が専門家会議で出されていることもそうですが、

私たち市民もゴミを決められた時間に出す、山にゴミをポイ捨てしたりしない、といったことも

していく必要があるとより感じました。 

今回の研修を経て一番感心したことは動物園で動物たちが退屈したりストレスを感じさせない

ような工夫や努力がたくさんあったことです。動物たちがその動物らしく生きることの大切さや

良さを学び、ヒグマに限らず動物を飼育するのに重要なことを感じました。自分も部活で動物を

飼う立場なので、そのことをしっかり意識して自分の行動に生かしたい思いました。 

北海道は、クマにとって適している環境で、人口密度もクマの数も多く、どんぐりの豊作など、

年ごとの環境の違いによって、行動範囲が変わることを学びました。気候変動によって、クマが

食べるものが減ってしまったりすると行動範囲が広くなり人との接触が増えてしまうからゴミを

外に放置して餌付けをしないだけでなく、地球温暖化の対策をすることも必要なのではないかと

思いました。クマに会ってしまったらどうすればいいかを対策するよりも、クマと人がなるべく

関わらない環境を作ることが大事だと感じました。私も、よくキャンプに行くので、自分の身と

クマの生活を守るためにも熊鈴やゴミの処理をきちんとしていこうと思います。 

ヒグマは北海道全域に広く分布し、食べ物や行動範囲、繁殖など季節ごとの特徴があることを

知った。また、過去の駆除政策や生息域の変化から、人間の影響が大きいことを実感した。動物

園は単に動物を展示する場ではなく、研究・環境教育・種の保全などを担う「生きた博物館」で

あるという話が印象的だった。ヒグマ問題は恐怖だけでなく、自然と人の共存のあり方を考える

大切な課題だと感じた。 

佐竹様より動物園の役割についてレクチャー    清水様からは飼育時の裏話もたくさん聞けました 

観察用小窓のすぐ前までヒグマが！大迫力でした     終了間際まで活発な質疑応答が行われました 


